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（億円）

R2 R3 R4 R5 R6 R7

詐欺 640.1 763.0 876.8 1,625.8 3,074.7 4,029.5

窃盗 501.6 474.0 585.3 725.8 789.3 775.0
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詐欺 窃盗 その他の財産犯

（億円）

財産犯（刑法犯に限る）の被害額の推移 （Ｈ元～Ｒ7）

4,984億円

3,758億円

治安情勢（財産犯の被害額の推移）
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被害額（Ｒ７） 約3,257億円 （前年比 約64％増）

ニセ警察詐欺 約1,005億円

SNS型投資詐欺 約1,288億円

SNS型ロマンス詐欺 約546億円

１日当たりの被害額 約９億円

特殊詐欺の被害額の推移 H16 - R7

特殊詐欺の被害額の推移 （H16－R7）
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特殊詐欺    約938億円 （約407億円増）

    ニセ警察詐欺   約222億円 （約53億円増）

SNS型投資詐欺  約456億円 （約325億円増）

SNS型ロマンス詐欺 約136億円 （約17億円増）

特殊詐欺の被害額の推移 （R8年３月末まで）
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ニセ警察詐欺の特徴 （R7）

【ニセ警察詐欺の被害者年代の内訳】 ※ 法人被害を除く

✓ 20代～50代の現役世代の被害が認知件数の約63％

✓ 60代以上の被害が被害額の約65％

ニセ警察詐欺被害の特徴 R7
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ニセ警察詐欺の特徴 （R7）

【ニセ警察詐欺の年代別当初接触ツール】

✓ 20代～50代の現役世代は携帯電話への詐欺電話により多数の被害

✓ 60代以上は固定電話への詐欺電話により多額の被害

ニセ警察詐欺被害の特徴 R7
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ニセ警察詐欺の特徴 （R7）

※ 「特殊詐欺の犯行に利用された電話番号数」として、都道府県から
警察庁に報告された電話番号数を集計（未遂・相談事案を含む。）

【 犯行利用された番号種別 】

✓ 犯行利用された番号は国際電話番号が７割以上

ニセ警察詐欺被害の特徴 R7
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○ 「相談する」ということ自体、頭に浮かびませんでした。

○ 犯人のことを警察官だと信じ込んでいたし、パニックになっていた。

○ 犯人から、「電話を切ると信用性がなくなるから、絶対に切らないで。」と釘を刺されていた。

○ ずっと犯人と電話がつながっていたので、誰かに連絡しようにもできない状態でした。
長崎県 30代女性

○ スマートフォンにクレジットカード等の信用情報を扱う会社を名乗る者から電話

「あなた名義のクレジットカードの不正利用が見つかりました。」
「北海道警察本部に来れないのであれば、北海道警察に電話を繋ぎます。」

○ 北海道警察の警察官と名乗る者からLINEのビデオ通話に誘導
○ 警察官様の服を着た男が警察手帳様のもの、逮捕令状と題する書類を提示

「マネー・ローンダリングをしている可能性がある。」
「あなた名義の口座にある現金を調査する必要がある。」
「この件は機密情報なので誰にも言わないように。」

○ 指示に従い、計７回にわたり、購入した約3,800万円相当の暗号資産を送金し被害
福岡県 30代女性 会社員

被害者の声

被害事例

ビデオ通話で警察手帳様
のものを提示する犯人

（埼玉県警察提供）

被害事例と被害者の声（ニセ警察詐欺）
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【ニセ社長詐欺に使われた実際のメール】

※ 岐阜県警察提供

ニセ社長詐欺※

① 実在する経営者の名前をかたり、「今後のプロジェクトに対応するため」などでＬＩＮＥグループ

の作成を指示

② 「入金予定の資金があるので、経理担当者も招待するように」などと指示

③ 「取引先の口座情報を送るので、振込みをしてほしい」などと指示

※ 自社の経営者等になりすまして、メール等を送った後、SNSに遷移するなどして金銭等をだまし取るもの
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別紙２－３

✓ 認知件数 68件 被害額 23.1億円

✓ 既遂１件当たりの被害額 3,449.1万円 （特殊詐欺全体 859.3万円）

【認知状況の推移】

ニセ社長詐欺
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被害を防止するための対策
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○ 社内で送金するためのルールの確認・整備を進め、経理担当者等が騙されたとしても、ルール
の徹底により、被害に遭わない態勢を構築しましょう

○ 上記の送金ルールの確認・整備に加え、コミュニケーションのルールについても確認し、通常と
異なり、LINEグループの利用を指示されたら注意しましょう

ニセ社長詐欺

○ 警察官を名乗る者から電話で捜査対象となっていると言われたり、SNSで連絡があった場合

には、電話を切って、警察相談専用電話（#9110）にご相談ください。

警察官は、LINEなどのSNSで連絡したり、警察手帳や逮捕状の画像を送ったりしません。

○ 犯人側からの電話を直接受けないための対策をあらかじめとりましょう。（次ページ参照）

固定電話・・・国際電話の発着信を規制

携帯電話・・・特殊詐欺対策アプリのインストール

詐欺の手口は巧妙化しており、犯人側と会話をしてしまうと、誰もが騙されてしまうおそれがあります。

ニセ警察詐欺

詐欺被害に遭わないための留意点
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犯人からの電話を直接受けないための対策
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警察庁推奨アプリ（特殊詐欺対策アプリ）の特徴

１３



社員や関係者の皆様に対して

✓ 特殊詐欺等の情勢や詐欺被害に遭わないための留意点について周知

✓ 特に、犯人からの電話を直接受けないため対策として、スマートフォンへの警察庁推奨 

特殊詐欺対策アプリのインストールや固定電話における国際電話の発信・着信の休止

の申込の推奨

社員等や企業を詐欺被害から守るために

件名：【重要】詐欺被害防止に向けた対策実施のお願い

社員の皆様
最近、詐欺被害が急増しており、誰もが被害に遭ってしまうおそれがあります。
特に、実在の公的機関や企業を装って、あらぬ犯罪の嫌疑をかけられ、ニセモノ
の警察官等の指示により、嫌疑を晴らすためと口座へお金や暗号資産を振り込ま
せるニセ警察詐欺や著名人をかたったSNS上の広告等により、投資を誘引し、お
金を騙し取るSNS型投資詐欺が深刻な社会問題となっています。
これらの詐欺は、高齢の方のみならず、現役世代の方も多く被害に遭っており、
皆様も犯罪に遭ってしまうおそれがあります。
社員の皆様、そしてそのご家族が被害に遭うことを防ぐため、以下の対策を積極
的に検討・実施することを強く推奨します。

✓ 最新の被害手口の確認 （詳細は警察庁のHPやSNS参照）
✓ 警察庁推奨 特殊詐欺対策アプリの導入
✓ 自宅の固定電話における国際電話の発着信の休止の検討

皆様の安全な生活を守るため、詐欺被害の情勢に関心をもっていただくとともに、
今一度ご自身やご家族の電話設定を見直していただくようお願いいたします。

以上

社員への周知イメージ

企業の皆様へのお願い

１４



詐欺の手口に関する注意喚起資料の例
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HPや各種SNSで特殊詐欺対策に関する最新の手口や対策等について情報発信しています。

社員の皆様にもご紹介いただけますと幸いです。

警察庁Web 警察庁公式Ｘ 警察庁特殊詐欺予防
LINE

警察庁HP・公式SNSアカウント
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